
入園のご案内 

たのしいこと いっぱい 

 

  

 

 

 

 

 

 

みんな なかよし 

学校法人 麻生学園 

麻生学園アスター幼稚園 



目 次 

 

・本学園建学の精神 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・       １  

・本園の教育目標 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・       ２  

・麻生学園アスター幼稚園の概要 ・・・・・・・・・・・・・・    ３  

・麻生学園アスター幼稚園の目指す幼児像 ・・・・・・・・・・    ４  

・幼稚園はどんなところ？  ・・・・・・・・・・・・・・・・・      ５  

・年間教育目標とねらい ・・・・・・・・・・・・・・・・・・     ７  

・麻生学園アスター幼稚園の充実した環境 ・・・・・・・・・・   ８  

・麻生学園アスター幼稚園の特色ある保育内容１  ・・・・・・・   ９  

・麻生学園アスター幼稚園の特色ある保育内容２  ・・・・・・・  １ ０   

・麻生学園アスター幼稚園の楽しい年間行事 ・・・・・・・・・  １ １  

・麻生学園アスター幼稚園の楽しい１ 日 ・・・・・・・・・・・  １ ２  

・楽しい昼食 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ ３  

・子育て支援・保護者サポート ・・・・・・・・・・・・・・・  １ ４  

・令和７ 年度新入園児募集要項 ・・・・・・・・・・・・・・・ １ ５  

 

 

 

 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

「至心」とはまごころのことです。 

 

 本学園 建学の精神 

 

職員一同、建学の精神を受け継ぎ、誠心誠意、お子様の教育に努めております。 

             「育ての心」序より(倉橋 惣三選集より) 
 
 自ら育つものを育たせようとする心。それが育ての心である。 

世にこんな楽しい心があろうか。それは明るい世界である。温かい世界である。育つものと育てるものとが、 

互いの結びつきに於て相楽しんでいる心である。 
 

育ての心。そこには何の強要もない。無理もない。育つものの偉きな力を信頼し、敬重して、その発展の途 

に遵うて(したごうて)発達を遂げしめようとする。役目でもなく、義務でもなく、誰の心にも動く真情である。 

 しかも、この真情が最も深く動くのは親である。次いで幼き子等の教育者である。そこには抱く我が子の成育 

がある。日々に相触る子等の生活がある。 

 斯うも自ら育とうとするものを前にして、育てずしてはいられなくなる心、それが親と教育者の最も貴い育て 

の心である。 
 

それにしても、育ての心は相手を育てるばかりではない。それによって自分も育てられてゆくのである。 

我が子を育てて自ら育つ親、子等の心を育てて自らの心も育つ教育者。 

 育ての心は子どものためばかりではない。親と教育者とを育てる心である。 
 

「育ての心」より～小さき太陽 

 よろこびの人は、子どものための小さき太陽である。明るさを頒
わ

かち、温かみを伝え、生命を力づけ、生長 

を育てる。見よ、その傍らに立つ子どもらの、煕々
き き

として輝き映ゆるを。なごやかなる生の幸福感を受け充溢れ 

ているを。 〈中略〉 希
こいねが

わくは、子どもらの為に小さき太陽たらんことを。 

 

 この文章の中の小さき太陽とは、保育者のことです。『子どもらにとっての希望となるような、太陽のよう 

な存在であってほしい』という願いが込められています。 

私たち職員は、いつも誰にでも平等に照らしてくれるお日様のように、惜しみない愛情を子どもたちに注ぎ 

生きる力の根っこを育て見守る存在でありたいと思っています。 

  育ての心を持ち、ご一緒に相楽しみましょう。 

     

※倉橋 惣三・・1882～1955 日本の幼稚園保育の指導的立場で活動し続け 

日本のフレーベルと言われた「日本幼稚園協会」の創設者 

 

麻生学園創立者、初代理事長、初代学長、教育学博士 麻生 繁樹 書 

すべての物（人）に慈悲、慈愛の心をもって接するという教え 



 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②情緒の安定 

・子どもらしさ 

・やさしさ 

・同情心 

・がまん強さ 

・気力 

・明るさ 

・落ち着き 

・素直さ 

・いとおしさ 

・情 操 
・愛 情  
・慈 愛 

 

・積極性  

・創造力 

・工夫力  

・記憶力 

・行動力 

・向上心 

・指導性  

・自立心 

③道徳性の芽生え 

・助け合う 

・公共物を大切にする 

・譲り合う 

・自分の物と人の 
物との区別 

・人に親切にする 

・感謝する 

 

 

 

 

 

・自主性 ・指導性 
・責任感 ・協調性 
・根気強さ・同情心 
・自省心 ・公共心 
・向上心 ・積極性 
・公正さ ・自立心 
 

 

 

⑤土づくり（家庭・社会・幼稚園） 

・しっかりした根っこが大きく育つよう、家庭と幼稚園が手を取り合って協力し合いましょう。 

①基本的生活習慣を身につける 

・物を大切にする 

・約束や決まりを守る 

・人に親切にする 

・挨拶をする 

・あとかたづけ 

・衣服の着脱 

・責任感 
・自主性  
・自省心 
・協調性 

④知的発達の芽生え 

・意欲、意志 

・知識 

・やる気（根気強さ） 

・驚き 

・見たり、聞いたり、 

  試したり、扱ったり 

 

本園の教育目標 ・土の中で小さな根っこは大きく根を張り （ 幼 児 期 ） 

・やがて芽を出し大きな幹となり      （ 児 童 期 ）       

・枝葉を広げ咲かせ             （青少年期） 

・やがては立派な実をみのらせる      （ 社 会 人 ） 



 

 本園は、小郡市の閑静な住宅地「希みが丘」に 2000年４

月１日に開園いたしました。 

 学校法人麻生学園の又の名を「紫苑の学び舎」と呼び、人間

づくりの根幹をなしています。紫苑草は思い出花とも言い、学

名アスターと言います。アスターは、多年草で、薄紫色の可憐

な花を咲かせます。麻生学園建学の精神と教学の実践を保育

に生かしながら、日々心の通じ合う人間づくりに努力し、至心

をもった保育の中で子どもたちが「紫苑の学び舎」麻生学園ア

スター幼稚園でたくさんの思い出をつくることを目指してい

ます。 

 開園から２4 年間で、2089 名の園児が巣立ちました。そ

の過程には、保護者の方々が献身的に幼稚園の生活活動を支

えてくださる姿や、幼稚園の職員、園児、保護者が三位一体となって教育を充実させる姿がありました。このこ

とは、本園の伝統として今後とも大切にしていきたいと思っています。 

 

１．本園は学校教育法第１条に基づくものであり、幼・小・中・高・大学と系統教育の一環をなす幼稚園（学校）

です。 

 

２．本園は幼児の心身の調和的な発達の特性を培い、個性の芽生えを助長し、豊かな感性と慈愛の精 

神を養い、心と体の健全な発達に重点を置く幼児教育の実践の場です。 

 

３．幼児の心身の発達とその特性に応じた生活を展開する為に必要な施設・設備も整い、閑静で環境 

にも恵まれた幼稚園です。 

 

４．｢教育は人なり」と言われるように本園は、教師による絶えざる研究と実践が行われ、愛と感謝の教育理念

に基づいた教育を行っています。 

 

５．本園の教育課程は幼児の心身の調和的発達の実情を考慮すると共に、家庭及び地域の実態や特質 

を加味したものであり、指導方法としては年齢別クラス割の指導を主としていますが、時には異年齢クラ

ス編成による縦割教育も行っています。 

 

６．本園は２年、３年、４年を通した教育計画に基づき、満３歳児（たんぽぽ組）、年少（こすもす組）、年中

（すいーとぴー組）、年長（すみれ組）を主体とした教育の実践を行っています。 

 

７．園休日は土曜、日曜、祝日です。（園行事を行う月もあります。）その他、夏・冬・春期の休み及 

び園で定めた日となっています。また、第２、第４水曜日は午前保育となっています。 

 

８．本園は教育実習生を受入れており、学生と園児の活気ある触れ合いの教育実習の現場でもあります。 

 

９．私立の進学校として「麻生学園小学校」があります。麻生学園小学校は、学校法人 麻生学園及 

麻生文教学園の麻生学園グループの小学校です。受験をご希望の方は、園長推薦が出来ますので、お申し

出ください。 

 

 

麻生学園アスター幼稚園の概要 



 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

   

 

 

「あ」「す」「た」は、アスター幼稚園の合言葉です。 

 

●「あ」は明るい子 
  明るさは、人とかかわるはじめの一歩です。明るさには人が寄っていきます。そんな明るさを  持った子

どもたちを育てていきたいと思っています。まずは、自分から進んでだれとでも「おはよう」が言える子が
目標です。 

 

●「す」は素直な子 
  素直さは、人と良好な関係をつくる基礎となります。だれに対しても「ありがとう」「ごめんね」を心から言

える子が目標です。 

 

●「た」はたくましい子 

たくましいからだとたくましい心は、生きる力の源です。そのために、「よく遊ぶ」「よく食べる」が目標で

す。    

 

麻生学園アスター幼稚園が目指す幼児像 

知性(知)、感情(情)、意志(意)、のバランスのとれた心豊かな子どもを育てます。 

創造力・判断力 

想像力・思考力 

色々な事柄に興味を 

示し、考え、工夫し、 

ためし、のびのびと 

表現する。 

 

感謝と慈愛の心 
うるおいのある心 
美しい心・ 
豊かな情操（夢） 

美しい心、優しい心を持ち、

友だちと仲良く協力し合う。常

に感謝の気持ちを持ち、素直

に心から「ありがとうござい

ます。」と言える。 

 がんばる力（根気） 

 生き生きと行動する力 

 健康でたくましい力 
 

心身共に健全で強い 

意志を持ち、明るく 
のびのびと行動する。 

芽をのばす 養 う 身につける 


